


現在,行政的にガスリ一法による先天代謝異常スクリーニング,集団検尿など種々の特定疾

患のスクリーニングが行われており,次第に項目が拡大される方向にある。マス・スクリー

ニング・プログラムの実施には,費用便益,費用効果,方法論の確立,異常者に対する対策,

倫理上の問題等の事前・事後評価が行われなければ,充分な効果をあげ得ない。 


